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小平町の黒毛和牛ハ
ツバークは'とろけるほど柔らかく'ジューシーだ｡町立の知的障害者授産施設｢ほっ溜すてっぷ｣　(町内鬼鹿田代)が手づくりで引き出す肉本来のうまみ

は'速く東京からの隆文も呼び込んでいるほどだ｡
開発は知的障害者更

生施設｢おにしか更生園｣が'一九九五年に町内の農家から譲り受けた1預の黒毛釘牢か

<メモ>ハンバーグ
は冷凍加工されtI個(120瑠)210円｡販売個数は注文に応じる｡ゆでた後'フライパンで軽く焦げ目を付けるのがおいしい食べ方だ｡問い合わせは｢ほっぷすてっぷ｣℡0164･57･1188へ｡ヽ○
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現在は'適所者七人
と職員一人の計八人が一日四百-五百個を製造している｡町内での常時販売のほか'移動

黒毛和牛肉でハンバーグを手づくりする｢ほっぷすてっぷ｣の人たち

うまみ際立つ手づくりの技
<小平町>

ら始まった｡

特産品にするため
に'原料肉は町内産の黒毛和牛に限った｡添加物は使わず'調味料も控えめにした｡昨年四月に開所した｢ほっぷすてっぷ｣に生産が移っても､妥協を許さない製法は変わらな

販売車が署管内各地や旭川市内にも出向いている｡
東京では昨年八月か

ら､百貨店の丸井今井
(札幌)を通じて'有英

町の道産品販売所｢どさんこプラザ｣に置いている｡さらに丸井今井は今年のお中元か

ら'ギフト商品のカタ　なり'やる気も生まれ､に響く牛肉をこねる普ログに入れる予定だ｡日々の作業にも力が人が､うまいハンバーグ
｢評判が高まるほど　ります｣と授産課の赤　の産声に聞こえた｡

適所著の表情が明るく　坂義文課長｡製造工場


